
浸出水処理施設機器取替修繕、水処理設備配管修繕、建屋屋根修繕、水処理施設ポンプ修繕を実施します。

３．目標値または実施により求める効果

経年劣化や老朽化した設備を修繕し、安定した施設の運営を図ります。

浸出液処理施設

（単位：万円）

財
源

市の負担 761 経
費
内
訳

修繕料 761

継続 不燃物処理センター営繕費
761万円

（前年度） 600万円

担当課 環境防犯課 電話番号 74-8065

１．本市の現状と課題

不燃物処理センターの前処理施設や浸出液処理施設等を継続して正常に稼働させ、ごみの減量化・

再資源化を推進します。

２．平成３１年度事業の内容

２．平成３１年度事業の内容

平成３２年度に交付金を利用し、破砕機とその周辺機器の大規模改修を実施するため、平成３１年度に

マテリアルリサイクル推進施設長寿命化総合計画を策定するとともに、地域計画を見直します。

３．目標値または実施により求める効果

破砕機の不具合が解消され、機械の電気効率がよくなり光熱費も削減できます。

不燃物処理センター

（単位：万円）

財
源

手数料 426 経
費
内
訳

委託料 5,708

雑入 179 光熱水費 573

市の負担 6,450 その他 774

①　環境にやさしい循環型社会の形成

拡充 不燃物処理センター管理運営事業費
7,055万円

（前年度） 5,692万円

担当課 環境防犯課 電話番号 74-8065

１．本市の現状と課題

昭和５７年の不燃物処理センターの開設以来、破砕機の小規模修繕を実施しながらこれまで使用し続けて

 きましたが、今年に入り、老朽化に伴う不具合が度々起こるようになっており、このままではいつ破砕機が

ストップしてもおかしくない状況となっています。

- 83 -



「地球温暖化対策の推進に関する法律」の規定に基づく地方公共団体実行計画事務事業編に基づき、平成

３０年度にＥＳＣＯ事業より照明や空調設備を省エネタイプに改修した公共施設の光熱水費削減に努めます。

３．目標値または実施により求める効果

省エネタイプに改修した機器を適切に運用することで、二酸化炭素排出抑制対策を図ることができ、

さらに光熱費も削減できます。

賢い選択で脱炭素社会へ

（単位：万円）

財
源

基金繰入金 130 経
費
内
訳

委託料 138

市の負担 8

継続 二酸化炭素排出抑制対策事業費
138万円

（前年度） 3億1,760万円

担当課 環境防犯課 電話番号 74-8082

１．本市の現状と課題

平成２８年５月に閣議決定された「地球温暖化対策計画」では、二酸化炭素排出量を２０３０年度までに

２０１３年度対比で２６％削減するとの中期目標を掲げています。このうち、地方公共団体の公共施設を

含む部門では、２０１３年度対比で約４０％の削減と大変厳しい目標が設定されています。

２．平成３１年度事業の内容

２．平成３１年度事業の内容

氷見市連合婦人会に委託し、ごみの減量化・資源化を積極的に推進するとともに、資源リサイクルの推進

を図るため、集団で資源回収を行った団体に報奨金を交付します。

３．目標値または実施により求める効果

本事業により、さらなる循環型社会の推進を図ります。

循環型社会の構築

（単位：万円）

財
源

市の負担 395 経
費
内
訳

報償費 340

委託料 30

補助及び交付金 25

①　環境にやさしい循環型社会の形成

継続 ごみ減量化リサイクル推進事業費
395万円

（前年度） 425万円

担当課 環境防犯課 電話番号 74-8082

１．本市の現状と課題

循環型社会の構築に向けて、ごみの発生抑制を推進する３Ｒ運動（リデュース：廃棄物の発生抑制、リユース：

再使用、リサイクル：再資源化）の啓発に努める必要があります。
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２．平成３１年度事業の内容

とやま呉西圏域内の自然環境を保全する取り組みを実施している団体、企業等の協力を得て、とやま呉西

圏域内の住民がその取り組みを体感するツアーを実施します。

３．目標値または実施により求める効果

とやま呉西圏域の団体（企業等）と連携し、環境保全活動や啓発等を実施することにより、環境と共生した

持続可能な社会を次世代に引き継いでいきます。

環境関連施設を巡るツアーの様子

（単位：万円）

財
源

雑入 39 経
費
内
訳

使用料及び手数料 26

市の負担 5 印刷製本費 11

その他 7

①　環境にやさしい循環型社会の形成

新規 環境と共生する社会経済形成事業費
44万円

（前年度） -

担当課 環境防犯課 電話番号 74-8082

１．本市の現状と課題

とやま呉西圏域内の環境関連施設や体験施設、工場等を巡る環境保全・啓発ツアーを実施し、関連団体の

さらなる事業活動を促すとともに、環境配慮への意欲向上による良好な環境形成を図ることが必要です。
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島尾、柳田、窪地内の１４haの松林で、無人ヘリによる松くい虫防除の薬剤散布を実施します。

・実施時期及び回数　５月下旬から６月にかけて２回実施

３．目標値または実施により求める効果

県と連携し、徹底的に松くい虫の防除、駆除により、松くい虫被害の蔓延を防ぎ、松林の健全化と景観維持、

公益的機能維持を図ります。

松くい虫被害木の確認

（単位：万円）

財
源

県の負担 149 経
費
内
訳

委託料 225

市の負担 76

継続 松くい虫防除事業費
225万円

（前年度） 239万円

担当課 農林畜産課 電話番号 74-8097

１．本市の現状と課題

島尾・窪・柳田地区の高度公益機能森林（飛砂防備保安林）に松くい虫被害があり、松くい虫の防除・駆除に

より松林を保全する必要があります。

２．平成３１年度事業の内容

２．平成３１年度事業の内容

６月に「クリーン大作戦」、７月に「一斉清掃」を実施し、市民ぐるみで活動に取組む一方、ボランティア

の美化活動を援助します。ビーチクリーナーを導入できる海岸は機械による清掃を実施します。また、ごみの

ポイ捨て防止対策として、マナー向上啓発看板や監視カメラを設置します。

３．目標値または実施により求める効果

地域やボランティアと協働し美化活動を実施することで、快適で住みよいまちづくりを推進し、市民の健康

で文化的な生活の確保につなげます。

一斉清掃の様子

（単位：万円）

財
源

県の負担 500 経
費
内
訳

委託料 648

基金繰入金 530 使用料及び賃借料 207

市の負担 4 その他 179

②　豊かな自然環境の保全と美しい景観づくり

継続 環境美化推進事業費
1,034万円

（前年度） 1,016万円

担当課 環境防犯課 電話番号 74-8065

１．本市の現状と課題

快適で住みよい街づくりを推進するため、地域やボランティア団体と協働し美化活動を実施しています。

また、「世界で最も美しい湾クラブ」に加盟している富山湾の観光資源としての魅力を高めるため、本市の

美しい海岸線の環境保全に努めます。
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地域や学校、保育園などの公共施設に、一年草とともに管理が比較的容易で、独自に増やして行くことも

可能な「宿根草」や「多年草」などを多く配布します。

３．目標値または実施により求める効果

環境や生育条件が揃えば、「宿根草」や「多年草」が根付き、植え替えなど花壇管理における負担軽減が

図られます。

多年草

（単位：万円）

財
源

雑入 343 経
費
内
訳

消耗品費 542

市の負担 206 負担金 6

通信運搬費 1

継続 花いっぱい運動事業費
549万円

（前年度） 578万円

担当課 花みどり推進室 電話番号 91-7117

１．本市の現状と課題

近年、高齢化や人口減少の影響により地域花壇の維持や管理が難しくなってきています。

また、地域の緑花リーダー的な人材（頭取・グリーンキーパー）も高齢化し減少傾向にあるため、地域の

緑花活動の衰退が見受けられます。そのため花壇管理の負担軽減が課題となっています。

２．平成３１年度事業の内容

２．平成３１年度事業の内容

景観計画と景観条例の周知を図るため、景観シンポジウムを開催します。また、市民の皆様を対象とした

景観に関する勉強会の開催や、重点地区指定に向けた住民意識調査などの取り組みを進めます。

３．目標値または実施により求める効果

「氷見らしい景観」をまもり、いかし、つくり、ととのえることで市の魅力を高め、地域への愛着を

醸成します。また、都市の価値向上により、交流人口の拡大を図ります。

朝日山公園から市街地を望む

（単位：万円）

財
源

県の負担 7 経
費
内
訳

旅費 12

市の負担 32 報償費 11

その他 16

②　豊かな自然環境の保全と美しい景観づくり

継続 景観づくり事業費
39万円

（前年度） 32万円

担当課 都市計画課 電話番号 74-8078

１．本市の現状と課題

都市環境の変化により、自然環境と調和した集落景観や、中心市街地の連続的なまちなみ、特徴的な黒瓦の

家並みが失われる恐れがあります。氷見らしい景観を守り、有益な資源として積極的に活用していくため、

昨年度景観計画を策定し、景観条例を制定しました。
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地域花壇の造成や改良を支援し、氷見市花壇コンクールを実施します。　

３．目標値または実施により求める効果

地域の緑花活動に対するモチベーションの維持と向上を図ります。

花壇コンクール

（単位：万円）

財
源

雑入 10 経
費
内
訳

委託料 38

市の負担 115 原材料費 45

その他 42

継続 花と緑の地域づくり事業費
125万円

（前年度） 485万円

担当課 花みどり推進室 電話番号 91-7117

１．本市の現状と課題

緑花に携わる人の高齢化にともなって、地域花壇やその管理を行う団体の設立数が伸び悩んでいます。

その減少に歯止めをかけるためにも、地域での緑花活動のモチベーション維持が課題となっています。

２．平成３１年度事業の内容

２．平成３１年度事業の内容

ひみ花とみどりのフェスタや花と緑の日曜学校など、市民が花や緑に親しむイベントや研修講座を開催し

花や緑に触れ合う機会を設けます。

３．目標値または実施により求める効果

緑花のファンの裾野を広げ、将来の緑花の担い手を育みます。

ひみ花とみどりのフェスタ

（単位：万円）

財
源

市の負担 40 経
費
内
訳

委託料 30

消耗品費 8

報償費 2

②　豊かな自然環境の保全と美しい景観づくり

継続 花づくり愛好者育成事業費
40万円

（前年度） 44万円

担当課 花みどり推進室 電話番号 91-7117

１．本市の現状と課題

緑花推進の次世代の担い手を育てることが課題となっています。

人口減少社会に対応するためにも、従来の園芸分野に限らず、多様な分野との交流や連携を通じ、子どもたち

や若者との関わりを促し、花や緑の魅力を発信していくことが重要です。
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氷見市海浜植物園の消防設備を更新します。

３．目標値または実施により求める効果

平成３１年度末までに、消防設備を更新します。

消防設備

（単位：万円）

財
源

基金繰入金 731 経
費
内
訳

工事請負費 731

継続 海浜植物園営繕費
731万円

（前年度） 400万円

担当課 花みどり推進室 電話番号 91-7117

１．本市の現状と課題

氷見市海浜植物園は開園から２０年以上が経過し、施設の老朽化が進んでいます。エアコンの修繕を

順次行うことや、更新時期を迎えている消防設備を更新する必要があります。

２．平成３１年度事業の内容

２．平成３１年度事業の内容

海浜植物園の管理運営を行うことに加え、上記基本方針に基づき、経営改善に向けた運営体制の強化、見直し

を図るなど、リニューアルに向けた準備を実施します。

３．目標値または実施により求める効果

現在の氷見市海浜植物園の管理運営の実施及び、リニューアルに向けた運営準備を進めます。

氷見市海浜植物園

（単位：万円）

財
源

使用料 120 経
費
内
訳

委託料 2,315

市の負担 3,828 補助及び交付金 1,609

その他 24

②　豊かな自然環境の保全と美しい景観づくり

継続 海浜植物園管理事業費
3,948万円

（前年度） 3,945万円

担当課 花みどり推進室 電話番号 91-7117

１．本市の現状と課題

氷見市海浜植物園は開園から２０年以上が経過し、来園者の減少、施設の老朽化といった課題があることから

平成３０年度、公共施設としてのあり方を検討する有識者および庁内における検討委員会が開催され、

平成３１年３月に、「氷見市海浜植物園のあり方に関する基本方針」が策定されました。
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財
源

国の負担 545 経
費
内
訳

補助及び交付金 2,236

県の負担 515 委託料 18

市の負担 1,198 負担金 4

３．目標値または実施により求める効果

２．平成３１年度事業の内容

継続 きれいな水づくり推進事業費
2,258万円

（前年度） 2,636万円

担当課 上下水道課 電話番号 74-8207

１．本市の現状と課題

生活環境の改善や川、海等の水質を良好に保全するため、地域の特性に合わせた汚水排水処理対策を推進

する必要があります。

下水道未整備地区において合併処理浄化槽を設置する個人や地域ぐるみで浄化槽整備に取り組む地域への

助成を行います。

生活環境の改善や川、海等の水質の保全を図ります。

浄化槽による汚水排水処理の仕組み

（単位：万円）

２．平成３１年度事業の内容

この基本方針に基づき、氷見市海浜植物園のリニューアルを行うため、リニューアル整備に向けた実施設計等

を行います。

３．目標値または実施により求める効果

平成３１年度末までに、氷見市海浜植物園の大温室および展示庭園のリニューアルが完了することを

目指します。

展示庭園

（単位：万円）

財
源

国の負担 1,485 経
費
内
訳

委託料 2,970

基金繰入金 1,400

市の負担 85

②　豊かな自然環境の保全と美しい景観づくり

新規 海浜植物園リニューアル整備事業費
2,970万円

（前年度） -

担当課 花みどり推進室 電話番号 91-7117

１．本市の現状と課題

氷見市海浜植物園は開園から２０年以上が経過し、来園者の減少、施設の老朽化といった課題があることから

平成３０年度、公共施設としてのあり方を検討する有識者および庁内における検討委員会が開催され、

平成３１年３月に、「氷見市海浜植物園のあり方に関する基本方針」が策定されました。
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３．目標値または実施により求める効果

汚水処理を氷見市環境浄化センターに集約することにより、効率的な施設管理を図ります。

下水道エリア図

（単位：万円）

財
源

国の負担 3,050 経
費
内
訳

工事請負費 9,500

市債 4,650 使用料及び賃借料 179

その他 2,150 その他 171

担当課 上下水道課 電話番号 74-8081

１．本市の現状と課題

生活環境の改善や河川等の水質を良好に保全するため、計画的に下水道整備を行っていく必要があります。

２．平成３１年度事業の内容

農業集落排水地区である十二町第二第三地区を公共下水道へ接続するための工事を行います。

拡充 公共下水道整備事業費【特別会計】
9,850万円

（前年度） 1億4,699万円

②　豊かな自然環境の保全と美しい景観づくり
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